[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]



[image: image3.png]


人の内側を見られる人に
沖縄・宮城　莉子
　私は今、たくさんの友達に囲まれ、切磋琢磨できるライバルもいて、楽しく小学校最後の一年を過ごしている。その中で、ずっと一緒にいる大親友の優しさ、思いやり深さにいつも気づかされている。
　私は、奈良県から、今住んでいる沖縄県に引っこしてきた。一年生の夏休みのことで、小学校生活に慣れ始めてきた頃の転校だった。
　明るく楽観的な性格の私ではあったが、友達ができるのか、全く環境のちがう場所での生活を楽しめるのか、という不安はもちろんあった。
　私の引っこしてきたアパートには、もう一人、同じ一年生の女の子がいた。夏休みの間にその女の子の部屋にあいさつに行った時に、私がその女の子に抱いた印象は、
「大人しくて、静かな子だなぁ…」
だった。なぜなら、ずっと母親の後ろにいて、あまり声も発しなかったからだ。
　当時、おしゃべりで、おしとやかとは程遠いような性格だった私は、
「この子と友達になれるのかな…」
と感じた。
　そして、夏休みが明け、沖縄での小学一年生の生活が始まった。
　私は登校直後に学年全体にあいさつをした。
　前の学校の学年の人数が四十人弱だったのに対し、新しい学校は約三倍の百十人だった。目にしたことのない大人数の迫力に気負されながら、必死にあいさつをし、教室へ行った。
　私は、
「少しでも知っている子がいた方がいいだろう。」
という両親と先生の計らいで、その同じマンションの女の子と同じクラスに転入した。
　その女の子は、私が思っていた以上に大人しく、すぐに泣いてしまうような子だった。そのため、私は近づきにくく、初日のあいさつ以外は特に話もせず、他の子とばかり話していた。
　ある日、私は通学路にある商店の前で、水筒を落としてしまい、水筒のひもがはずれてしまった。その日はたまたま荷物が多く、手間どっていた。ちょうどその時、その女の子が通りがかった。すると何と、水筒のひもを
つけるのを手伝ってくれたのだ。
　みなさんは、もしあまり話したことのない転校生が道端で困っていたら、助けるだろうか。もちろん自分が年上であれば手伝うだろうが、一年生の私はまさか手伝ってくれるなんて思わなかった。
　でも、その子はわざわざしゃがんで、ひもをつけてくれた。
　私は、子どもながら、思いがけぬ優しさにとても心を打たれ、
「友達になりたい！」
と強く思った。
　そこから、私も話しかけるようになり、もちろん通学路も全く一緒で、二人で帰るようにもなった。
　そして、同じクラスになることが続いたこともあって、今では世界で一人の、誰とも替えられないような、かけがえのない大親友になっている。
　私がその子と仲良くなることができたのは、もちろんその子があの時手伝ってくれたからだ。だが、私がその子の外側だけを見て拒絶していなければ、もっと早く大親友になれていたのではないかと思っている。今考えると、私はその子の優しい内面を見ていなかったのだと思う。
　そのことがあって今では、人の内側を見るようにすることをいつも頭に入れている。
　それは、たとえ犯罪や非行をしてしまった人であっても同じだと私は思う。
　周りに自分を分かってくれる人がいて、幸せに暮らせていたら、もちろん犯罪なんか犯さない。犯罪や非行をしてしまった人は、本当にその人だけが悪いのか。その人の外側だけを見て、内側を見ることのできなかった周りにも少し責任はあるのではないか。そう考えると、「人の内側を見ることの大切さ」が私もよく分かる。
　また、周りに犯罪や非行をした人がいても、「犯罪や犯行をした人」というレッテルをはらずに、手をさし出せる社会になってほしい。あの時友達が手をさし出してくれて、私は人の内側を見ることの大切さを知ることができた。犯罪や非行をした人にもその感動を知ってもらいたい。
　私は、みんなが自分から人の内側を見るように努力し、そして、自分の内側を見て接してくれる人を大切にして過ごしているような、輝かしい社会になってほしいと思う。そして、犯罪のない、明るい未来に向かって、家族と、友達と、そして自分の内側を見てくれる人と共に、一歩ずつふみ出していきたい。
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